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●マンションフォーラム 
 テーマ：マンション自治会について 
 平成29年2月19日（日） 
 14：00～16：30 
  
 
●会員交流会 
 平成29月2月17日（金） 
 18：00～20：30 

[スケジュール] 

 マンションには、管理組合の円

滑な運営や定期的に実施しなけれ

ばならない大規模修繕など、マン

ション特有の課題があります。住

民同士のコミュニケーション作り 

 

も大切です。｢川口市マンション

コミュニティ連絡協議会｣は｢マン

ションに関わる管理組合・自治

会・居住者などが情報交換や課題

を話し合うことで、マンション内 

 

及び地域でのコミュニティ醸成と

(管理組合の)円滑な運営に寄与す

る｣事を目的として、平成20年8

月17日に川口市との協働事業と

して設立し発足しました。 

川口市マンションコミュニティ連絡協議会とは？ 

小規模分譲マンション調査報告 
 

●目 的：『概ね５０戸以下、築年数20年以上』を対象に、日常の 

     マンション生活の中から、マンションコミュニティの実  

     態や高齢化・防災等の意識を把握し、今後の施策に活用 

     するためアンケート調査を行うこととさせて頂きました。 

●調査日：平成28年7月3日 

●配布数：約500通 

●配布先：17棟（524戸 全戸配布） 

 

●17棟配布していて強く感じたのは、川口市で最古（52年前）の 

 分譲マンションでも管理がしっかりしていること。そこで居住し 

 ている数人の方と談笑する機会がありましたが、マンションライ   

 フを楽しんでいることでした。 

 しかし、外見から管理不全に近い棟も散見されました。 

 今後は、さらに小規模、長築年数の分譲マンションに的を絞り調 

 査し、課題を抽出し当協議会としての提言を含めた報告を行う予  

 定としています。 

                             

年
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の
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

 
                              

川
口
市
長 

奥
ノ
木 

信
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

市
民
の
皆
様
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
熊
本
や
鳥
取
な
ど
で
発
生
し
た
地
震
や
日
本
各
地
を
襲
っ
た
台

風
な
ど
に
よ
り
、
大
変
痛
ま
し
い
災
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
河
川

の
氾
濫
や
首
都
直
下
地
震
な
ど
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の

と
し
て
備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
特
に
、
本
市
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多

い
こ
と
か
ら
も
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
日
頃
か
ら
実
施
す
る
な
ど
、
本
市

の
特
性
に
応
じ
た
体
制
を
整
え
、
市
民
の
皆
様
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
参
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
４
月
に
「
第
５
次
川
口
市
総
合
計
画
」
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
本
市
の
人
口
は
平
成
３
２
年
ま
で
に
は
６
０
万
人
に
到

達
す
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
に
お
い
て
も
５
９
万
人
強
の
人
口
と

な
っ
て
お
り
、
政
令
指
定
都
市
を
除
く
と
、
本
市
は
人
口
が
３
番
目
に
多
い

市
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
国
勢
調
査
に
お
い
て
全
国
の
人
口
が
減
少
に
転
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
市
の
人
口
は
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。 

   

そ
の
よ
う
な
中
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
地
が
続
い
て
い
る
本
市
は
、
都
心
近

郊
と
い
う
良
好
な
立
地
条
件
に
加
え
、
多
く
の
人
に
選
ば
れ
る
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
一
方
で
、
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン

が
林
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
特
有
の
課
題
が
、
喫
緊
の
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

   
マ
ン
シ
ョ
ン
特
有
の
課
題
は
、
高
齢
化
に
よ
る
管
理
組
合
役
員
の
担
い
手

不
足
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
等
へ
の
住
民
の
関
心
の
低
さ
、
大
規
模
修
繕
や
建

替
え
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
国
に
お
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正

化
法
を
平
成
１
２
年
に
制
定
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
え
円
滑
化
法
を
平
成
２

６
年
に
改
正
す
る
な
ど
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
本
市
で
は
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
の
開
催
な
ど
、
支
援
体
制
を
整

え
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

  

さ
ら
に
、
本
市
で
は
「
川
口
市
マ
ン
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
」

が
市
民
の
皆
様
の
手
で
設
立
さ
れ
、
講
習
会
や
相
談
会
を
開
催
し
、
自
ら
の

課
題
を
自
ら
の
手
で
解
決
す
る
た
め
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変

喜
ば
し
く
心
強
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
川
口
の

元
気
づ
く
り
の
た
め
、
引
き
続
き
皆
様
と
共
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
実
り
多
い
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

T-Hayashi 

 
今
号
の
メ
イ
ン
は
マ
ン

シ
ョ
ン
防
災
体
制
へ
の
助
成

制
度
ス
タ
ー
ト
！ 

 

よ
く
解
ら
な
い
け
ど
聞
い

て
み
た
い
と
思
う
方
は
ぜ
ひ

協
議
会
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

  

マ
ン
シ
ョ
ン
基
礎
講
座
セ

ミ
ナ
ー
の
レ
ジ
メ
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。 

 
 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性
、

そ
の
た
め
実
行
し
た
カ
フ
ェ

開
催
の
詳
細
、
今
後
の
課
題

な
ど
参
考
に
な
る
こ
と
満
載

で
す
。 

 
 

 
 

 

（
生
方
恵
子
） 

講師：小島 勉 氏 

●日時：平成28年10月2日（日）  

    14：00～16：30 

●場所：かわぐち市民 

      パートナステーション 

●野菜：「かぶ」「小松菜」等 

 

※今回は、参加者が少なかったので 

 その分多くの細かな質問等で充実し 

 た講習となりました。 

「種まき」の方法を実演し、 
受講者に指導の様子 
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●川口市防災課と当協議会で
防災体制作りへ 
  

 東日本震災・熊本地震・鳥取

地震の恐ろしさや常総市の河川

の氾濫等々自然災害に直面して

る状況下でマンションの防災体

制は大丈夫でしょうか？ 

 川口市の防災体制は町会・自

治会への支援制度で樹立されて

おり、町会・自治会に無縁の方

は現状の制度を活用するのは困

難です。   

 川口市の分譲マンションは約

１０００棟あり、川口市民の約

20％の方がマンション住民です

。この度川口市危機管理部・防

災課と川口市マンションコミュ

ニティ連絡協議会の協働で自治

会のないマンションでの防災体

制作りに向けて助成していく制

度をスタートしました。 

 

 

 
●『川口市洪水時一時緊急 
避難施設指定基準』制度 

  

 川口市は地震以上に水害（荒

川の氾濫）の緊急対策が不十分

です。現在は水平移動（北部地

域への避難）だけです。水害が

発生した時に水平移動できない

人の避難場所としてマンション

への避難を一時的に活用できる

と思います。【垂直避難】 

 人命救助の一役をマンション

が貢献できます。 

 この役割を担っていただける

協定を結んだマンションにマン

ション独自の防災体制作りに向

けた助成をする制度です。 

 

●制度活用するためには 

 

 この制度は、川口市防災課と

協議会の協働事業で生まれまし 

 

 

 

 

た。 

 窓口は、川口市マンションコ

ミュニティ連絡協議会が行いま

す。また、ご希望があるマンシ

ョンに川口市防災課と協議会と

協働で詳細説明を行いますので

ご連絡をお願い致します。 

マンションの単独自治会がなくても受けられる助成制度 

             （マンションの防災体制への助成制度スタート！） 

            川口市防災課と当協議会が協働事業 
 

「長期修繕計画 
      と資金繰」 
 

●マンション建設の背景   

 東京オリッピックの１９６４

年の頃に、都内で最初に販売さ

れた分譲マンションは、バブル

期に地価高騰で都内のマンショ

ンは高価になり、仕方なく遠く

ても郊外の通勤圏にマンション

を求めました。しかし、バブル

が崩壊した２０００年前後にな

ると地価の下落とローンの低金

利で回帰現象が発生し都内や近

郊の交通機関が便利になった近

隣周辺エリアに需要が高まり川

口でも多くのマンションの分譲

が始まりました。 

 今では、川口市内全域に千棟

のマンションが林立し大勢の方

が入居されています。 

●長期修繕計画・ 

    資金繰りの重要性 

 さてその購入したマンション

ですが、修繕工事の為の積立金

の低さで資産価値が下がってし

まう危機を考えたことがありま

せんか。 

 新築時は修繕工事も少なく積

立金が減少することは殆どあり

ませんが、年数を重ねる度、大

規模や小規模の工事が多くなり

積立金の破産を招く事も考えら

れます。 

 皆さんのマンションの管理費

や修繕積立金及び駐車場使用代

などの管理組合への収入と運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持の支出を、販売当時のまま 

見過ごしていませんか。直ぐに、

第三者の専門家に「長期修繕計

画と資金繰」を託してみては如

何でしょうか。 

 既に大規模修繕を経験したマ

ンションもこれから迎えるマン

ションも安心はできません。 

 絶えず適正な修繕積立率を保

つ為にも、区分所有者は現実に

背けず長期計画の見直を図り皆

さんか安心して住めるマンショ

ンを目指して下さい。 

  
  
  
  
 

埼玉県分譲マンション 

アドバイザー制度ご案内 
 

 埼玉県では、分譲マンション

の管理の適正化を推進すること

を目的として、マンションの維

持管理等に対し専門的な助言等

を行う「埼玉県分譲マンション

アドバイザー」の登録名簿を整

備しました。 

 埼玉県分譲マンションアドバイ

ザーは、国家資格のマンション

管理士であること等の要件を満

たした方としています。マン

ション管理組合等からの要請に

基づき、専門的な見地から管理

組合に助言等を行います。 

 マンションの適切な維持管理

には、長期修繕計画、大規模修

繕工事及び修繕に係る資金調達

等が重要となることから、アド

バイザー登録に当たっては、住

宅金融支援機構及び公益財団法

人マンション管理センターと連

携し、研修会を実施しています。 

     （＊埼玉県HPより） 

経過年数 

金額 累積工事金額 

積立予定額 
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●＜主旨＆目的＞ 

「コミュニティカフェ」とは、

マンション居住者が自ら「マン

ションの茶の間」として、地域

デビューの後押し、人や情報の

交流、再チャレンジ、相互扶助

の“きっかけ”となる場を提供

しようとする活動です。 

同じマンションに住んでいる 

方々が、無理なく楽しく、互 

 

 

 

 

 

 

 

いに知り合うための「きっか 

け」づくり、気楽に集まって、

食事をしたり、お話ししたり、

時にはイベントも。隣人とあと

一歩だけ距離を縮めて、暮らし

を楽しくする試みをサポートす

ることです。 

 
 <参加者のアンケートから抜粋> 

●あなたのマンションでは、 

コミュニティについてどう思 
いますか。 

➢挨拶はしている。就学児童の

いる母親同志は、１階フロント

で集まっているので特にコミュ

ニケーションは良いように思う。 

➢何でもいいから催し物をやる、

バザー・ビール祭・忘年会・新 

年会等、コミュニテイの形成は 

人集めが第１だと思います。 

➢自治会で多くの人が参加でき

るようなコミュニティ創りを考

えております。 

 

  マンション管理基礎講座 報告！ 
  『コミュニティカフェ集いの 

          生い立ちと今後の課題』 

  日時：H28年１１月２０日（日）14：00～ 

  場所：かわぐち市民パートナーステーション 

  講師：木内 志郎氏「オーベルタワー川口コラージュ 在住」 
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